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このたび、株式会社札幌ドーム(札幌市豊平区、代表取締役社長：阿部 晃士、以下：(株)札幌ドーム)は、株式

会社エンターリム(札幌市南区、代表取締役：山本 由紀夫、以下：(株)エンターリム)、北日本スカイテック株式

会社(北広島市、代表取締役社長：北濱 宏一、以下：北日本スカイテック(株))および株式会社レンタコム北海道

(札幌市中央区、代表取締役社長：片桐 大、以下：(株)レンタコム北海道)と、ドローンを通じ市民、道民に新た

な体験を提供するとともに、さまざまな社会課題への解決を目指すため、2026 年 2 月 12 日に「ドローン事業

に関する連携協定」を締結いたしました。 

 

1．連携協定の目的 

 

 

 

 

 

2．連携協定の目標 

(1) スクール事業を通じて育成した人材の活躍の場を創出し、ドローン市場の拡大を図ること 

(2) 4 社のリソースや強み、ネットワークを結集し、総合的なドローンサービスを提供すること 

(3) 黎明期であるドローン市場において早期にビジネスを確立すること 

(4) ドームを起点に札幌市を北海道のみならず全国有数なドローン推進エリアとして認知させること 

(5) 複雑化する様々な社会課題に対し、ドローンを活用したソリューションを提供すること 

(6) ドローンサッカーやドローンショーなどを新たなエンターテインメントコンテンツとして位置づけ、 

普及促進を図ること 

 

3．直近の取り組み 

【ドローンスクールの開校】 

 現在、ドローンスクール開校を目指し、関係機関への申請等を行っております。認可が下り、開校に向けた 

準備が整った際には当社より改めて発表いたします。※2026 年春開校予定。 

 

＜連携協定締結式の様子＞ 

北海道をアジアナンバーワンの 
ドローン実装フィールドへ 
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＜デモンストレーションの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

(株)エンターリム 代表取締役 山本 由紀夫 コメント 

私たちは、映像制作や音声コンテンツ、それらの技術サポートのほか、「札幌ドローンスクール」を運営して

おります。操縦技術はもちろん、航空法などの法的知識や、事故を防ぐためのリスクマネジメントを指導して

います。今回、情報発信力のある大和ハウス プレミストドームを活用させていただき、ドローンが社会でどう

役立つかを可視化する拠点とし、技術の社会実装を加速させてまいります。 

  

事業内容 

・国土交通省登録講習機関として札幌ドローンスクールを運営、国家資格の講習および修了審査を実施。 

・北海道環境財団と連携し、環境保全活動への貢献を目的とした「ドローン・アイズ・プロジェクト」の展開お

よびドローン空撮サービスの提供を実施。 

 

北日本スカイテック(株) 代表取締役社長 北濱 宏一 コメント 

北日本スカイテック（株）は、北海道でいち早く産業用無人ヘリコプターによる農薬散布を開始しました。日

本の農業におけるドローン活用は世界でもトップクラスの広がりをみせており、機体もエンジンから電動化へ

と進化を遂げています。ドローン市場は、2030 年に 1 兆円規模となることが見込まれており、農業だけでなく

防災やモニタリングなど活用領域も拡大しています。国内でも競技人口が増えてきたドローンサッカーは、e ス

ポーツとリアルスポーツが融合した次世代競技であり、今まさに世界的な盛り上がりを見せています。当社は、

「競技性」・STEM 教育としての「教育性」・誰もが参加できる「ユニバーサル性」を追求し、新たなスポーツ文

化と技術教育を発信してまいります。 

このたびの協定締結により、人材育成を軸に大和ハウス プレミストドームから社会実装を加速させ、アジア

ナンバーワンを目指し、連携成功へ全力で挑みます。 

 

事業内容 

・北海道内唯一のヤマハ発動機代理店として、産業用無人ヘリコプターや農業用ドローンの販売・整備・請負散

布を実施。 

・国内最大級の屋内飛行場を備えた拠点「TECHNOLOGY FARM 西の里」を構え、国家資格取得や技術支援を 
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事業内容 

・北海道内唯一のヤマハ発動機代理店として、産業用無人ヘリコプターや農業用ドローンの販売・整備・請負

散布を実施。 

・国内最大級の屋内飛行場を備えた拠点「TECHNOLOGY FARM 西の里」を構え、国家資格取得や技術支援を

実施。 

事業内容 

・国土交通省登録講習機関として札幌ドローンスクールを運営、国家資格の講習および修了審査を実施。 

・北海道環境財団と連携し、環境保全活動への貢献を目的とした「ドローン・アイズ・プロジェクト」の展開

およびドローン空撮サービスの提供を実施。 



   

(株)レンタコム北海道 代表取締役社長 片桐 大 コメント 

総合レンタル業として道内全域をカバーする当社は、ドローンの機器販売・レンタルから、測量・3 次元設

計、人材育成までを担う「ワンストップ体制」を強みとしています。資材運搬や測量などをドローンで DX 化

し、省人化と生産性向上を図る取り組みが進んでいます。 

本協定においては、この専門的なノウハウに加え、イベント事業の知見や豊富なレンタル資産を柔軟に活用

し、円滑な運営を支えるとともに、ドローンの社会実装に向けた基盤づくりに貢献してまいります。 

 

事業内容 

・ICT 施工に関わるドローン測量・データ分析・三次元設計データ作成をはじめ、点検・空撮・機体レンタル＆

販売を実施。 

・「スカイフレンズアカデミー」を運営し、国家資格取得から専門的な測量技術の習得および災害/獣害対応に

至るまで現場の即戦力に幅広くサポートを実施。 

 

(株)札幌ドーム 代表取締役社長 阿部 晃士 コメント 

私たち大和ハウス プレミストドームは、「Dreams Move Again」をテーマに掲げ、プレミストドームから北

海道・札幌を元気にするという PURPOSE を明確にしました。その実現に向け、成長産業であるドローンに着

目し、プレミストドームを“ドローン実装の拠点”へと進化させることを目指しています。 

ドローンは、空撮、農業、測量・点検、物流、教育、エンターテインメント、そして災害対応や警備など、私

たちの暮らしを支えるあらゆる分野で活用が広がっています。特に北海道は広大な土地を持ち、農業・インフ

ラ・防災など、ドローンが力を発揮できるフィールドが無限にあります。 

プレミストドームがその“起爆剤”となり、札幌・北海道を日本のドローン先進地域へと押し上げていきたい

と考えています。 

連携する 3 社は、空撮・農業・測量点検と、それぞれの分野で圧倒的な実績を持つプロフェッショナルです。

この 4 社連携は、単なる協業ではなく、北海道の未来をつくるための“共創”です。まずは実装を進めながら、

将来的にはシンクタンク機能の構築も視野に入れ、プレミストドームが札幌・北海道の課題解決に貢献する“知

の拠点”を創っていきたいと考えています。 
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事業内容 

・ICT 施工に関わるドローン測量・データ分析・三次元設計データ作成をはじめ、点検・空撮・機体レンタル

＆販売を実施。 

・「スカイフレンズアカデミー」を運営し、国家資格取得から専門的な測量技術の習得および災害/獣害対応に

至るまで現場の即戦力に幅広くサポートを実施。 

 


